
（別紙３）

～ 令和7年2月14日

（対象者数） 1名 （回答者数） １名

～ 令和7年2月14日

（対象者数） 6名 （回答者数） ６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 好奇心が持てるようなプログラムの検討

2
どのスタッフでもよいかかわりができるよ

うに統一した共通認識をもつこと

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 必要に応じてだしていく

2

3

バリアフリー化 スロープやステップなどを配置

理学療法士中心に体の動かし方についてト

レーニングできる。

専門な医学的視点と療育視点の両面をあい

まってお子様の現状把握に努めることがで

きる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

利用児を少人数にしているため、スタッフ

がお子様へ手厚いかかわりができる。

プログラム毎に担当するスタッフを変更し

ていることもありどのスタッフも同じ目線

や視点を持って関わることができる。

○事業所名 ちゃいるどサポート「かのん」

○保護者評価実施期間
令和6年12月16日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和6年12月16日

事業所における自己評価総括表公表


